
　

令
和
４
年
度
春
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
５
月
19

日
（
木
）
に
、
し
あ
わ
せ
の

村
「
多
目
的
運
動
広
場
」
で
、

春
季
と
し
て
は
３
年
ぶ
り
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
新
緑
も

美
し
い
素
晴
ら
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
選
手

２
１
２
名
、
大
会
関
係
者
32

名
の
合
計

244
名
が
参
加
し
、

27
ホ
ー
ル
に
よ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
１
コ
ー
ス
で
３

回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成

す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も
飛

び
出
す
な
ど
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
表
彰
式
で
は
何
度

も
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
男
性
上
位
入
賞
者
】
敬
称
略

１
位 

松
田　

正
己
（
兵
）

２
位 

地
道　

裕
一
（
長
）

３
位 

平
間　

清
明
（
西
）

４
位 

田
村　

昭
美
（
須
）

５
位 

遠
藤　

直
己
（
灘
） 

【
女
性
上
位
入
賞
者
】
敬
称
略　

１
位 

村
田　

純
子
（
須
）

２
位 

杉
尾
は
る
み
（
兵
）

３
位 

永
井　

康
子
（
垂
）

４
位 

藤
井　

明
代
（
西
）

５
位 

石
川　

信
子
（
兵
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
も

１
コ
ー
ス
で
３
回
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！
　

令
和
４
年
度
　
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

令和４年度　ＫＯＢＥ シニアクラブ 会長・リーダー研修会

3 年ぶり

　

令
和
４
年
６
月
24
日（
金
）、

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
に
て
、
会
長
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。
市

内
各
区
の
会
長
・
リ
ー
ダ
ー

405
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
辻
正
忠
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
筒
井
勇

雄
神
戸
市
危
機
管
理
監
に
よ

る
「
災
害
時
の
防
災
情
報
と

避
難
行
動
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
事
例

か
ら
、
災
害
時
に
は
お
互
い

に
助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性

を
挙
げ
た
後
、
災
害
時
に
ど

の
よ
う
に
判
断
・
行
動
す
れ

ば
よ
い
の
か
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
避

難
勧
告
が
廃
止
さ
れ
、
避
難

指
示
で
必
ず
行
動
す
る
こ
と
、

自
己
判
断
で
避
難
所
か
ら
出

ず
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
ま
た
、

各
自
治
体
の
防
災
マ
ッ
プ
の

見
方
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
て

「
ひ
ょ
う
ご
防
災
ネ
ッ
ト
」
に

登
録
し
、
気
象
状
況
や

避
難
場
所
等
の
情
報
を

日
頃
か
ら
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

休
憩
を
挟
み
、次
に
、

防
災
士
で
も
あ
る
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
石
田
裕
之
さ
ん
か
ら

「
歌
っ
て
覚
え
る
く
ら

し
の
防
災
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
被
災
地
に

実
際
に
訪
問
し
て
学
ん
だ
音

楽
の
力
、
そ
し
て
日
頃
の
地

域
活
動
＝
防
災
力
、
迅
速
な

避
難
行
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
間
に
歌
の
披
露
も
あ

り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
気

持
ち
を
歌
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
「
や
っ
ぺ
す
♡
石
巻
」

や
、
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る

「
花
は
咲
く
」「
上
を
向
い
て

歩
こ
う
」
な
ど
、
心
の
中
で

合
唱
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
災
害
時
の
行
動

に
つ
い
て
学
べ
る
防
災
ソ
ン

グ
「
ぼ
う
さ
い
☆
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ポ
ン
！
」
の
動
画
に
合
わ

せ
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
体
験
し
、

講
演
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
文
化
研
修
部
の

森
松
リ
キ
子
部
会
長
よ
り
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
研
修
会
は
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
８
回
神
戸
交

流
ウ
ォ
ー
ク
ツ

ア
ー
を
５
月
11
日

（
水
）、13
日
（
金
）

の
両
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者

は
、
11
日
が

761
名

（
バ
ス
21
台
）、
13

日
が

639
名
（
バ
ス

第８回　神戸交流ウォークツアーを開催

1,400 名参加 昨年の倍に　1,400 名参加 昨年の倍に　

竹林の小径

17
台
）、
合
計
１
，４
０
０
名
と
、

昨
年
の
２
倍
近
い
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

   

コ
ー
ス
は
、
京
都
嵯
峨
野
の

大
覚
寺
か
ら
嵐
山
渡
月
橋
に

至
る
約
３
キ
ロ
で
、
ま
ず
は
、

平
安
時
代
に
唐
の
洞
庭
湖
を

模
し
て
嵯
峨
天
皇
が
造
営
し

た
、
日
本
最
古
の
人
工
池
と

言
わ
れ
て
い
る
大
沢
池
を
一

周
。
新
緑
が
美
し
く
気
持
ち

の
良
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
、
清
涼
寺
、
二
尊

院
、
常
寂
光
寺
、
と
い
っ
た

名
刹
の
前
を
通
っ
て
、
人
気

の
観
光
名
所
・
竹
林
の
小

径
へ
。
幽
玄
か
つ
優
雅
な

雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
は
嵐
山
渡
月

橋
、
数
か
所
に
分
か
れ
て

昼
食
を
と
り
、
帰
途
に
つ

き
ま
し
た
。

   

11
日
は
ほ
ぼ
曇
天
、
13

日
は
終
始
小
雨
が
降
る
天

気
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
コ
ー
ス
を

完
走
さ
れ
ま
し
た
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心  

助
け
合
い
の
重
要
性

助
け
合
い
の
重
要
性

各
区
か
ら
会
長
・
リ
ー
ダ
ー
集
う

市老連

石田裕之さんのご講演

大辻理事長の開会あいさつ森松文化研修部会長の閉会あいさつ

筒井勇雄神戸市危機管理監のご講演

「
災
害
時
の
防
災
情
報
と
避
難
行
動
」

随所でナイスショットが見られた

快音響かせる一打目

ホールインワン！　喜びの表情
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須
磨
区
老
連
で
は
、
老
人

会
の
活
動
を
広
く
広
報
し
て

い
く
こ
と
が
会
員
減
少
を
防

ぐ
最
も
有
効
な
手
立
て
と
考

え
、「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」
と
と
も
に
、
単
位
ク

ラ
ブ
が
作
成
し
て
い
る
広
報

紙
の
内
容
を
充
実
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
、
会

員
増
強
会
議
で
は
各
ク
ラ
ブ

の
広
報
紙
を
持
ち
寄
り
、
互

い
に
作
成
時
の
参
考
に
し
て

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

須磨区老連 灘区老連
笑
顔
あ
ふ
れ
る

大
会
に

熱
の
こ
も
る
３
回
戦

勝
負
の
行
方
は

広
報
紙
が
新
し
く
な
っ
た
！

灘
区
老
連

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
４
年
６
月
16
日

（
木
）
王
子
競
技
場
に
て
春

季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
男
女

168

名
が
集
合
し
ま
し
た
。
当
日

は
曇
り
空
で
し
た
が
、
と
て

も
過
ご
し
や
す
い
気
候
と
な

り
、
伊
澤
ス
ポ
ー
ツ
部
長
の

進
行
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

灘
区
老
連
小
谷
会
長
の
あ

い
さ
つ
に
コ
ロ
ナ
感
染
に
気

を
付
け
な
が
ら
特
に
熱
中
症

に
も
マ
ス
ク
を
ず
ら
し
な
が

ら
、
プ
レ
イ
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
続
い
て
丹
本
灘
区
長

か
ら
も
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

区
長
、
会
長
の
始
球
式
も
あ

り
、
女
性
委
員
の
い
き
い
き

体
操
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の

ま
ま
、競
技
に
移
り
ま
し
た
。

　

灘
区
で
は
3
コ
ー
ト
、
各

8
ホ
ー
ル
の
選
手
が
、
笛

の
合
図
で
競
技
開
始
、
個
人

戦
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
3
試

合
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

山
口
副
会
長
の
閉
会
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
成
績
発
表
に

移
り
ま
し
た
。

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

令
和
４
年
度
春
季
大
会
が

５
月
26
日
（
木
）
垂
水
ス

ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
部
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し
た
役
員
16

名
が
８
時
10
分
に
集
合
し
て

準
備
作
業
。
９
時
30
分
か
ら

受
付
を
開
始
、
参
加
者
は
、

順
次
検
温
を
済
ま
せ
記
録
。

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
し

た
１
チ
ー
ム
３
人
の
、
45

チ
ー
ム

135
名
が
勢
ぞ
ろ
い
。

　

10
時
に
、
区
役
所
ま
ち
づ

く
り
課
音
瀬
保
彦
地
域
支
援

担
当
課
長
を
は
じ
め
、
来
賓
の

方
々
の
あ
い
さ
つ
・
激
励
を

受
け
た
。

も
ら
っ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
１
月

に
当
区
老
連
で
実
施
し
た
広

報
紙
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
（
ク
ラ
ブ
数

39
）
で
は
、
①
発
行
回
数

【
毎
月
１
回
（
21
）、
２
ヶ
月

に
１
回
（
11
）、
３
ヶ
月
に

１
回
（
６
）】
②
興
味
あ
る

記
事
（
複
数
回
答
）【「
区
老

連
だ
よ
り
」（
26
）、「
ク
ラ

ブ
だ
よ
り
」（
20
）、「
文
芸

欄
」（
10
）】
で
あ
り
、

意
見
欄
の
コ
メ
ン
ト
は

①
カ
ラ
ー
刷
り
に
な
り

見
や
す
く
な
っ
た
②
紙

を
上
質
に
し
て
ほ
し
い

③
文
芸
欄
に
あ
ま
り
多

く
の
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
の
は

考
え
も
の
④
イ
ラ
ス
ト
・
写

真
を
多
く
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
⑤
老
人
問
題
に
関
す
る
議

論
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば

興
味
深
い
⑥
「
区
老
連
だ
よ

り
」「
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
」
で
、

他
地
区
の
活
動
の
様
子
が
よ

く
わ
か
る
⑦
自
区
に
関
係
あ

る
記
事
は
見
る
が
他
は
ほ
と

ん
ど
読
ん
で
い
な
い
、
等
で

　

次
に
、
女
性
委
員
会
の
４

人
が
行
う
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

体
操
を
手
本
に
体
を
ほ
ぐ

し
、
試
合
開
始
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
３
コ
ー
ト

に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ト
に
、
12
チ
ー
ム
か
ら

10
チ
ー
ム
が
入
り
乱
れ
て
、

熱
の
こ
も
っ
た
３
回
戦
を
繰

り
広
げ
た
。
３
回
と
も
対
戦

相
手
は
同
じ
な
の
で
和
や
か

な
交
歓
風
景
も
見
ら
れ
た
。

　

当
日
の
天
気
予
報
で
は
、

午
後
か
ら
の
降
水
確
率
が

60
％
と
あ
り
、
一
斉
に
休
憩
し

て
昼
食
を
摂
る
こ
と
を
諦
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
の
合

間
に
摂
る
こ
と
に
し
て
進
行
。

　

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

は
、
３
回
戦
を
連
続
で
試
合

を
し
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
思

わ
ぬ
強
行
軍
に
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
チ
ー

ム
が
３
回
戦
を
終
え
て
、
ス

コ
ア
を
集
計
し
て
い
る
間
も

結
局
、
雨
は
降
ら
ず
無
事
表

彰
式
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

優　

勝
：

　
つ
つ
じ
が
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
Ｂ

（
ス
コ
ア

166
）

準
優
勝
：

　

桃
山
台
ク
ラ
ブ
Ｅ　
　
（

175
）　　

第
３
位
：

　

滝
の
茶
屋
ク
ラ
ブ
Ａ　
（

177
）

飛
び
賞
：

　

５
位　

垂
水
福
寿
会
Ｂ　

　

10
位　

桃
山
台
ク
ラ
ブ
Ｂ

　

15
位　

矢
元
台
む
つ
み
会
Ｂ　

　

20
位　
下
畑
老
人
ク
ラ
ブ
Ａ

たくさんの笑顔があふれる大会でした

優　

勝　

岸
本　

孝
義

　
　
（
五
毛
ク
ラ
ブ
Ｂ
）	

準
優
勝　

永
浜　

元
秀

　
　
（
五
毛
ク
ラ
ブ
Ａ
）	

第
3
位　

矢
彦
沢
昭
東

（
第
一
摩
耶
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

	

優　

勝　

横
田
ふ
さ
子　
　

　
　
（
八
幡
ク
ラ
ブ
Ｂ
）

準
優
勝　

石
原
シ
ゲ
子	

　
（
岩
屋
と
き
わ
会
Ｂ
）

第
3
位　

餅
田　

和
子

　
　
　
（
岩
屋
と
き
わ
会
Ｂ
）

　

そ
の
他
、
飛
び
賞
、
ラ
ッ

キ
ー
賞
、
そ
し
て
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
、
Ｂ
Ｂ
賞　

た
く

さ
ん
の
選
手
の
笑
顔
あ
ふ
れ

る
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

垂水区老連　

45 チーム　135 名が参加した春季大会

交通事故

家庭内の夫婦関係

土地建物
近隣関係
金銭

相続
などで お困りの方お困りの方

最高裁委嘱
「調停手続相談」

（無料）（無料）

調停委員が調停委員が
調停のメリットや調停のメリットや
手続きについて手続きについて
ご説明いたします！ご説明いたします！

日時：令和 4 年 1 0 月 1 5 日（土）
　　　　午前 1 0 時～午後 4 時
　　　　（受付：午後 3 時 30 分終了）
場所：中央区文化センター
　　　　（神戸市中央区東町 1 1 5 番地）
主催：兵庫県調停協会
　　　　（担当：神戸調停協会）
相談担当者：民事調停委員及び
　　　　　　家事調停委員（弁護士を含む）
問合せ先
神戸簡裁庶務課

（078）341-7521 （内線 4540）

あ
っ
た
。

　

今
年
度
か
ら
発
行
回
数
が

２
ヶ
月
に
１
回
と
な
っ
た
が
、

紙
質
が
よ
く
な
り
紙
面
も
活

字
も
大
き
く
な
っ
て
読
み
や

す
く
な
っ
て
い
る
。
須
磨
区

老
連
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
が
、
か
な
り
の

と
こ
ろ
で
盛
り
込
ま
れ
て
い

て
満
足
し
て
い
る
が
、
今
後

は
「
区
老
連
だ
よ
り
」
の
欄

で
は
、
行
事
の
紹
介
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
各
区
老
連
が
抱

え
て
い
る
課
題
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

望
む
次
第
で
あ
る
。

男性女性
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

活
動
が
楽
し
み
で
す

令
和
３
年
度

魚
崎
南
８
親
睦
会
活
動
状
況

東
灘
区

　
親
睦
会

　
　
　
　
中
村
　
陽
洋

　

私
た
ち
の
会
は
、
少
数
45

名
な
が
ら
年
間
を
通
じ
て
よ
り

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
呼
び

か
け
、
健
康
と
安
全
を
願
っ
て

活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　

年
間
を
通
じ
て
３
回
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
瀬

戸
公
園
（
屋
上
）
で
開
催
し
、

10
名
～
15
名
程
度
の
参
加
の

も
と
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け

て
お
り
、
初
め
て
南
３
ク
ラ

ブ
と
の
対
抗
戦
を
行
い
、
上

位
全
部
南
３
ク
ラ
ブ
に
も
っ
て

い
か
れ
、
つ
づ
く
年
３
回
程
度

の
練
習
で
は
相
手
に
対
し
失

礼
か
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
は

し
っ
か
り
練
習
を
重
ね
試
合

に
挑
み
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
つ
い
て

は
、
10
月
23
日
渦
森
展
望
台

公
園
に
て
蝶
を
み
る
会
、
参

加
者
15
名
の
皆
さ
ま
は
、
世

界
的
に
め
ず
ら
し
い
蝶
名

「
ア
サ
カ
マ
ダ
ラ
」
を
観
賞

し
、
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
、

ま
た
の
機
会
に
も
う
一
度
行

せ
な
一
日
を
送
り
、
ま
た
の

機
会
に
多
く
の
人
の
参
加
を

呼
び
か
け
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

３
月
７
日
、
地
元
の
ア
ー

モ
ン
ド
の
樹
を
見
る
会
を
開

催
し
、
近
く
に
も
す
ば
ら
し

い
所
が
あ
る
と
感
動
を
し
た

次
第
で
す
。

　

日
々
近
く
の
緑
地
公
園
に

て
輪
な
げ
の
練
習
に
は
げ

み
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
見

せ
て
お
り
、
今
後
の
楽
し
み

の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

感染対策を徹底　助け合いの精神で乗り切ります

里山での農作業

コ
ロ
ナ
感
染
の

防
止
に
全
力
投
球

老
人
会
と
管
理
組
合
が
共
働

長
田
区

　
高
取
台
サ
ン
ハ
イ
ツ

　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
高
寿
会

　

２
年
半
前
に
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
現
在
も

な
お
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。

　

老
人
会
と
管
理
組
合
は
今

日
を
想
定
し
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
」
を
少
数
の
役

員
に
権
限
を
集
中
さ
せ
、
対

応
の
迅
速
性
を
重
視
。
マ
ン

シ
ョ
ン
で
パ
ン
デ
ィ
ミ
ッ
ク
を

お
こ
さ
な
い
と
臨
時
総
会
で

提
起
し
全
員
の
賛
同
を
得
た
。

以
後
、
感
染
防
止
の
徹
底
を

図
っ
た
。

　

防
止
活
動
は
、
役
員
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
共
用
部

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
階
段
手

擦
り
・
共
用
ト
イ
レ
・
集
合

郵
便
受
け
・
多
目
的
室
等
）

の
消
毒
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

一
人
乗
り
を
徹
底
。
世
間
の

コ
ロ
ナ
感
染
状
況
を
刻
々
と

知
ら
せ
る
広
報
活
動
で
注
意

喚
起
。
ふ
れ
あ
い
喫
茶
や
夏

祭
り
、
夜
を
楽
し
む
会
、
誕

生
日
会
等
々
を
全
て
中
止

し
、
自
宅
自
粛
が
続
く
中
、

健
康
増
進
・
認
知
症
予
防
の

た
め
、
里
山
で
の
農
作
業
・

ラ
ジ
オ
体
操
・
館
内
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
健
康
問
題
勉
強
会

等
、
３
密
を
避
け
な
が
ら
創

意
工
夫
を
行
い
実
行
し
続
け

て
い
る
。

　

し
か
し
、
今
年
１
月
に
入

り
感
染
者
が
発
生
し
た
。
私

た
ち
の
約
束
事
は
、
感
染
者

を
公
表
し
な
い
、
た
と
え
氏

名
が
判
明
し
て
も
非
難
は
し

な
い
と
確
認
し
て
い
る
。
一

家
が
感
染
し
て
食
事
に
困
れ

ば
、
近
隣
の
人
た
ち
が
玄
関

前
に
い
す
を
置
き
、
食
事
を

届
け
る
等
の
助
け
合
い
が
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
発
熱

や
咳
等
の
症
状
が
出
た
場

合
、
検
査
機
関
へ
の
伝
達
な

ど
の
支
援
を
す
る
。
入
院
措

置
が
さ
れ
た
場
合
の
留
守
宅

の
家
族
を
守
る
。

　

想
え
ば
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
る
。
困
難
に
遭
遇
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
住
民
た
ち
は
結
束

す
る
良
き
伝
統
が
あ
る
。
老

人
会
と
管
理
組
合
は
フ
ル
稼

働
で
難
局
に
立
ち
向
か
っ
て

い
る
。
こ
の
半
年
で
６
件
の

感
染
が
発
生
。
今
、
コ
ロ
ナ

と
の
闘
い
は
正
に
正
念
場
を

迎
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
に
負

け
る
な
！

オ
ー
グ
ッ
ド
す
ま
い
る
で

「
健
康
寿
命
ア
ッ
プ
」へ

兵
庫
区

　
湊
山
す
ま
い
る
会

　
　
　
　
山
口
　
喜
久
男

事
「
健
康
体
操
」
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。（
そ
の
他
に
「
輪

投
げ
」
も
決
め
ま
し
た
。）　

こ
れ
ら
を
全
会
員
に
書
面
配

布
し
、
昨
年
7
月
よ
り
開
始

し
ま
し
た
。

　

当
初
は
体
操
講
師
の
指
導

を
４
回
協
力
い
た
だ
き
、
そ

の
後
は
参
加
者
の
意
見
を
取 第１・第４ 楽しく体を動かしています！ アサカマダラ

コスモス

明るく楽しく！　キャッチフレーズは「オーグッドすまいる」

り
入
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
変
更
し

な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
は

一
、
準
備
体
操
・
ラ
ジ
オ	

	

体
操
第
一
と
第
二
。

二
、
い
す
を
サ
ポ
ー
ト
に
し

	
た
ス
ク
ワ
ッ
ト

三
、
マ
ッ
ト
上
で
の
ス
ク

	

ワ
ッ
ト

四
、
脳
ト
レ

	

（
じ
ゃ
ん
け
ん・お
じ
ゃ
み
）

五
、
音
楽
ダ
ン
ス

	

（
実
は
盆
踊
り
）

　

本
「
オ
ー
グ
ッ
ド
す
ま
い

る
体
操
」
な
ど
の
日
程
は
、

月
の
第
二
・
第
四
週
目
の
月

曜
日
・
午
前
10
時
～
約
一
時

間　

場
所
・
湊
山
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

世
の
中
、
人
生
百
年
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
会
の

参
加
者
全
員
、
健
康
第
一
に

自
分
の
足
で
動
け
る
よ
う
に

「
オ
ー
グ
ッ
ド
す
ま
い
る
体

操
」
に
参
加
し
、
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
完

成
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
る

く
楽
し
く
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

追
記
（
参
考
ま
で
）

日
本
人
の
平
均
寿
命（
２
０
２
０
年
）

　
　
　

	

84・36
歳

　
女
性・87・74
歳

　
男
性・81・64
歳

健
康
寿
命（
２
０
２
１
年
）

　
女
性・75・36
歳

　
男
性・72・68
歳

　

湊
山
す
ま
い
る
会
は
、
残

念
な
が
ら
昨
年
ま
で
定
期
行

事
は
「
歩
こ
う
会
」
一
つ
で

し
た
。
２
０
２
０
年
１
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生

か
ら
一
年
が
過
ぎ
会
員
の
皆

さ
ま
の
不
自
由
な
日
常
生
活

が
続
く
中
で
集
ま
り
や
す
い

機
会
も
奪
わ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
参
加
し

や
す
い
行
事
要
望
の
声
に

役
員
会
に
お
い
て
少
し
で
も

皆
さ
ま
の
顔
見
せ
、
声
掛
け

等
々
、
明
る
く
楽
し
く
で
き

る
活
動
を
行
う
た
め
、
当
会

に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
と

「
オ
ー
グ
ッ
ド
す
ま
い
る
」
に

決
め
る
と
同
時
に
、
定
期
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
武
庫
川

河
川
敷
の
55
万
本
の
コ
ス
モ

ス
畑
を
散
策
し
、
清
流
と
コ

ス
モ
ス
の
調
和
を
楽
し
み
幸
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文
芸
欄

文
芸
欄

俳
　
　
句

俳
　
　
句

紅
梅
会
（
東
灘
区
）

日
に
透
け
て
虹
を
お
り
な
す
石
鹸
玉	

美
恵
子

白
蓮
の
愁
い
の
こ
り
て
清
ら
か
に		

朋
　
子

吹
く
風
に
乱
れ
舞
い
散
る
桜
か
な		

里
　
子

六
甲
の
緑
の
山
も
ピ
ン
ク
色	

	

扶
喜
子

夜
櫻
に
星
の
見
え
ず
に
あ
す
の
道		
松
　
子

目
高
飼
う
病
院
待
合
Ｃ
Ｔ
検
査	

	
早
智
子

夜
櫻
ち
り
垣
根
越
え
道
ま
で
に	

	

比
佐
美

し
ゃ
ぼ
ん
玉
吹
き
つ
つ
風
を
連
れ
歩
く	

　

恵

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
央
区
）

夏
座
敷
家
具
も
入
替
え
京
町
屋	

	

和
　
子

露
地
苺
た
っ
ぷ
り
食
べ
た
吾
子
の
口	

悦
　
子

ジ
ャ
ム
作
り
鍋
の
苺
と
格
闘
す	

	

千
枝
子

旅
の
朝
万
緑
仰
ぐ
新
神
戸		

	

道
　
子

神
戸
練
る
弘
前
ね
ぷ
た
緑
の
夜	

	

　

丘　
　

風
と
虫
と
も
に
入
ら
ん
竹
簾	

	

和
　
志

簾
越
し
娑
婆
を
見
守
る
あ
の
世
か
ら	

哲
　
男

露
時
雨
傘
開
く
人
畳
む
人		

	

啓
　
臣

梅
の
美
会
（
兵
庫
区
）

夏
の
空
地
震
雷
コ
ロ
ナ
禍ま

が		
	

山
口
　
茂
子

孟
宗
竹
凜
凜
伸
び
て
食
卓
に	

	

藤
田
ユ
イ
子

か
さ
ば
る
葉
十
薬
の
花
押
し
上
げ
る	

岡
田
富
早
恵

紫
陽
花
や
道
行
く
人
に
笑
顔
す
る		

 

林
　
　
靜
野

蟻
の
列
乱
し
て
通
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー	

山
田
　
朝
子

食
パ
ン
の
焼
け
る
合
図
や
朝
ぐ
も
り	

粟
野
　
富
江

炎
天
に
さ
ら
さ
る
手
摺
持
ち
難
く		

藤
井
　
歌
子

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
区
）

振
り
向
け
ば
他
人
の
そ
ら
似
サ
ン
グ
ラ
ス	

馬
場
み
つ
え

慌
た
ゞ
し
早
明
け
梅
雨
や
暦
見
る		

山
本
　
恒
雄

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
区
）

咲
き
揃
う
櫻
に
白
き
雲
流
る	

	

松
村
二
三
枝

参
道
の
い
に
し
え
の
味
木
の
芽
か
な	

山
下
　
久
一

花
山
短
歌
会
（
北
区
）

記
憶
力
の
衰
え
ゆ
く
を
感
じ
つ
つ
八
十
二
歳
の
日
々
バ
タ
バ
タ
と	

	

山
田
加
壽
代

桜
木
は
い
か
な
る
虫
を
育
て
る
か
小
鳥
来
て
鳴
く
「
斜
行
塔
」
横		



船
崎
め
り
子

最
後
の
日
中
学
校
か
ら
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
神
戸
開
演
孫
の
吹
き
納
め	

礒
元
カ
ヨ
子

離
れ
住
む
友
の
病
の
気
に
な
り
て
訪
ね
て
見
れ
ば
家
は
空
き
家
に		



木
下
い
く
子

故
郷
を
写
真
の
額
に
眺
む
れ
ば
有
明
の
海
光
る
が
見
ゆ
る			




清
水
　
惠
子

私
の
前
歯
一
本
グ
ラ
グ
ラ
し
受
診
を
す
れ
ば
五
本
差
し
歯
に			



西
谷
　
敏
子

ね
む
の
木
の
薄
き
も
も
色
つ
つ
ま
し
く
夫
の
米
寿
に
子
等
の
集
ま
る		



古
林
　
保
子

◆
個
人

暑
き
日
や
半
袖
姿
見
て
思
い
我わ
が

ま
だ
厚
着
寒
く
な
い
か
な	

（
東
）
武
田
　
勝
子

八
乙
女
の
祈
り
の
田
舞
に
応
え
あ
れ
た
わ
わ
に
実
る
黄
金
の
秋
を	

（
灘
）
上
田
　
節
子

次
雨
ま
で
の
香
り
短
か
き
針

は
り
え
ん
じ
ゅ槐	

	

若
林
　
節
子

河
津
桜
川
に
添
い
寝
の
竜
の
如	

	

南
　
久
美
子

背
伸
び
し
て
腰
を
労
る
夏
野
か
な		

て
る
子

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
区
）

筋
力
に
負
け
じ
と
は
げ
む
草
む
し
り	

辻
　
寿
賀
子

葉
隠
れ
に
大
粒
苺
に
喜
ぶ
児	

	

石
井
　
敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
区
）

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
輝
く
青
さ
夏
来
る		

塩
見
　
光
子

紀
州
路
を
分
ち
て
光
る
夏
の
川	

	

田
中
　
弘
子

夏
立
つ
や
回
転
ド
ア
ー
の
向
こ
う
か
ら	

筒
井
　
豊
子

新
緑
の
館

や
か
た

よ
り
溢
る
輪
唱
歌	

	

中
井
　
光
子

人
棲
ま
ぬ
広
き
庭
々
新
樹
か
な	

	

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
区
）

姉
か
ら
の
絵
手
紙
す
ら
り
花
菖
蒲		

藤
井
久
美
子

出
水
川
岸
辺
に
古
き
水
難
碑	

	

岸
下
　
庄
二

境
内
の
湧
水
絶
え
ず
白
菖
蒲	

	

脇
坂
有
多
子

早さ

な

ぶ

り

苗
饗
や
装
束
脱
い
で
禰ね

ぎ

か

み

ざ

宜
上
座		

松
本
　
洋
子

右
腕
は
点
滴
疲
れ
梅
雨
に
入
る	

	

金
行
　
　
隆

両
岸
の
闇
深
々
と
出
水
あ
と	

	

久
松
　
礼
子

藻
の
花
や
底
ま
で
映
ゆ
る
空
の
蒼		

増
田
　
嗣
夫

「
お
い
で
や
す
」「
お
こ
し
や
す
」
よ
と
鱧
の
店	

北
条
　
幸
夫

寺
町
の
甍
に
そ
び
え
朴ほ

う

さ

ん

げ

散
華	
	

秋
山
　
弘
之

一
列
に
我
迎
え
立
つ
花
菖
蒲	
	

川
原
　
　
正

老
い
て
な
ほ
祭
り
太
鼓
に
浮
か
れ
を
り	

黒
田
　
久
江

見
山
台
新
樹
会
（
北
区
）

若
葉
萌
ゆ
初
給
金
を
知
ら
す
孫	

	

石
本
　
宏
一

駒
の
首
し
な
や
か
に
伸
び
牧
開
く		

貞
永
　
弘
子

柔
ら
か
く
花
芽
に
注
ぐ
今
朝
の
雨	

	

松
隈
　
弘
子

じ
ゃ
が
い
も
に
降
る
雨
音
で
梅
雨
に
入
る	

高
石
　
勝
行

花
仕
舞
虫
糸
ひ
き
て
ぶ
う
ら
ぶ
ら	

	

藤
田
　
和
夫

我
が
足
で
歩
く
し
あ
わ
せ
若
葉
風		

丸
尾
　
嘉
子

福
寿
草
句
会
（
須
磨
区
）

潮
風
を
全
身
に
受
け
夏
に
入
る	

	
上
原
　
綾
子

窓
と
い
ふ
窓
開
け
放
ち
夏
に
入
る		
林
　
　
慎
一

下
校
バ
ス
若
き
匂
ひ
の
夏
来
る	

	
 

岩
田
美
代
子

ウ
イ
ン
ド
ー
に
エ
ア
コ
ン
展
べ
る
立
夏
か
な	

松
下
修
二
郎

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
水
区
）

冷
し
酒
夫お

っ
と

と
二
人
縁
台
に		

	

中
村
佳
代
子

冷
し
酒
あ
て
は
活
き
よ
し
鯵あ

じ

一
匹		

大
畑
留
理
子

二
軒
目
も
ひ
や
酒
続
く
愚
痴
つ
づ
く	

樋
山
　
隆
夫

冷
や
酒
は
ち
ょ
っ
と
癖
の
あ
る
方
が
好
き	

久
下
　
順
司

波
音
や
独
り
キ
ャ
ン
プ
冷
し
酒	
	

山
本
雄
二
郎

村
祭
り
冷
酒
浴
び
る
男お

め

の

し

ゅ

う

女
衆	

	

木
村
　
敏
博

桃
山
台
ク
ラ
ブ
文
芸
部
（
垂
水
区
）

桜
餅
心
一
杯
味
も
香
も	
	

	

田
畑
美
恵
子

寒
の
戻
り
く
し
ゃ
み
血
圧
高
止
ま
り	

大
上
　
昭
敏

き
ら
く
句
会
（
西
区
）

三
枚
の
棚
田
植
え
終
え
バ
ナ
ナ
食
う	

田
野
　
育
利

ち
ぎ
り
絵
に
く
ら
げ
泳
が
せ
出
雲
和
紙	

森
本
　
珠
実

ナ
イ
タ
ー
で
捨
て
身
に
な
り
し
勇
姿
か
な	

山
本
ス
ミ
子

小
雨
き
て
水
面
ゆ
れ
る
や
め
だ
か
群	

大
橋
　
治
子

何
処
へ
行
く
水
草
の
上
蟻
一
匹	

	

喜
田
　
弘
征

菖
蒲
園
た
ど
り
着
け
ば
休
園
日	

	

阪
本
　
道
子

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
区
）

窓
ご
し
に
高
き
街
路
樹
ゆ
れ
美
々
し	

藤
森
　
勝
子

夏
の
夜
に
妖
し
く
光
る
ア
ン
タ
レ
ス	

川
上
　
富
範

◆
個
人

夜
明
け
待
ち
開
け
放
つ
窓
蝉
時
雨	

（
灘
）
福
井
　
悦
子

蚊
帳
を
吊
る
釘
そ
の
ま
ま
や
わ
が
生
家（
灘
）
山
上
　
幸
子

恙
身
に
な
だ
れ
て
来
た
る
暑
さ
か
な　
（
北
）
竹
村
　
良
子

涼
添
へ
し
絵
手
紙
届
く
友
若
し　
　
　
（
北
）
山
田
キ
ミ
子

目
借
時
ピ
ン
ク
に
透
け
る
猫
の
耳	　

  

（
須
）
福
本
　
和
恵

マ
ス
ク
し
て「
あ
ん
た
誰
」と
コ
ロ
ナ
夏
（
垂
）
藤
田
　
恵
子

小
粒
で
も
ル
ー
ビ
ー
の
煌
め
き
桜ゆ

す
ら
う
め桃　
（
垂
）
山
田
と
し
ゑ

と
な
り
町
黄
金
の
波
麦
畑		

　

  

（
西
）
芝
田
　
律
子

も
っ
こ
り
や
命
の
炎
山
若
葉　
　
　
　
（
西
）
寺
岡
　
洋
子

川
　
柳

川
　
柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
区
）

チ
コ
ち
ゃ
ん
の
激
怒
姿
は
不
動
尊		

荒
木
　
宗
Ｑ

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
喜
怒
哀
楽
を
引
き
つ
れ
て	

京
念
久
美
子

代
償
は
ス
イ
ッ
チ
消
さ
れ
て
省
エ
ネ
に	

笹
岡
　
淑
子

地
球
が
怒
る
地
震
台
風
大
津
波	

	

杉
尾
　
悦
子

信
号
無
視
ひ
き
逃
げ
あ
お
り
重
い
罰	

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
区
）

少
年
野
球
あ
じ
さ
い
球
場
が
甲
子
園	

三
　
茶

笑
い
あ
う
女
子
高
生
か
紫
陽
花
は		

か
ほ
う

忘
れ
も
の
と
り
に
行
っ
た
ら
人
の
も
の	

ヨ
　
シ

病
院
の
ど
の
科
に
行
っ
て
も
顔
な
じ
み	

あ
き
ら

作
っ
た
句
ど
こ
に
い
っ
た
か
雲
が
く
れ	

と
き
こ

海
を
越
え
嫁
ぎ
し
株
子
七シ

チ

ダ

ン

カ

段
花	

	

と
し
子

暗
い
時
藤
井
竜
王
に
光
り
み
る　
　

	

ま
り
子

嫁
の
趣
味
誘
わ
れ
始
め
弟
子
に
な
り	

ま
さ
こ

◆
個
人

タ
イ
ガ
ー
ス
勝
て
ば
不
思
議
と
元
気
出
る	

（
東
）
辻
本
美
佳
子

忘
れ
す
ぎ
俺
に
つ
け
て
よ
Ａ
Ｉ
を	

（
東
）
増
田
　
芳
之

ウ
ク
ラ
イ
ナ
Ｂ
Ｓ「
寅
さ
ん
」に
癒い

や

さ
れ
た	

（
北
）
植
田
き
み
子

レ
ス
蹌よ

ろ
け踉
爪
先
働
く
散
歩
み
ち	

（
北
）
か
ん
い
ち

熱
帯
夜
う
ま
い
水
が
命
の
綱	

（
北
）
北
野
　
利
一

山
笑
う
今
年
は
違
う
怒
っ
て
る	

（
垂
）
小
髙
　
　
肇

雨
の
京
風
情
が
あ
る
ね
し
つ
と
り
と	

（
西
）
大
島
喜
久
子

名
月
に
合
わ
せ
散
髪
満
月
に　
　
　

	

（
西
）
萩
原
　
浩
一

紫
陽
花
も
ビ
ニ
ー
ル
傘
で
雨
や
ど
り	

（
西
）
藤
長
　
文
子

へ
な
ぶ
り

へ
な
ぶ
り

年
重
ね
キ
ャ
ベ
ツ
残
骸
無
惨
に
も

　
　

虫
と
戦
う
八
十
路
の
息
子	

（
北
）
清
水
　
久
子

あとがき
　今回も多くの原稿をありがとうご
ざいました。皆さん元気に活動され
ているのが紙面を通して伝わってま
いります。
　立秋が過ぎ、お盆も終わりました
が、まだまだ厳しい残暑が続いてお
ります。昔の暑さと比べると、気温
が上がり始めたのが高度成長期で、
特に現在 60 代以上の人の子どもの
ころと現在では大きな差が生じてい
ます。今と昔では夏の暑さが違うこ
とを認識し、しっかりと暑さ対策を
して活動と生活を送りましょう。

記
念
日
よ
ま
や
カ
ン
フ
ォ
ー
レ
30
年
み
ん
な
で
歌
い
先
生
感
謝		



（
灘
）
酒
井
　
郁
美

親
田
畑
弟
背
な
に
水
運
び
食
事
風
呂
た
き
昭
和
の
ケ
ア
ラ
ー		



（
中
）
水
口
　
敏
子

母
の
日
と
娘
夫
婦
に
誘
わ
れ
て
景
色
と
ご
馳
走
ホ
テ
ル
三
十
階		



（
兵
）
大
賀
　
清
子

空
高
く
つ
ば
め
の
声
が
聞
こ
ゆ
る
も
姿
を
見
せ
ず
我
を
見
る
な
り		



（
北
）
箱
守
喜
久
子

い
と
し
き
娘
戻
ら
ぬ
笑
顔
五
十
回
忌
重
ね
し
歳
に
切
な
く
恋
し		



（
長
）
桑
田
千
枝
子

友
人
も
知
人
も
逝
き
て
八
十
路
来
て
日
々
の
健
康
あ
り
が
た
く
想
う		



（
長
）
浜
田
芙
美
代

君
に
手
を
取
ら
れ
て
飛
ん
だ
水
溜
ま
り
遠
き
昔
の
記
憶
の
断
片		



（
須
）
江
口
　
啓
子

生
か
さ
れ
て
生
き
て
る
命
の
尊
さ
を
老と

も友
と
別
れ
て
し
み
じ
み
想
う		



（
西
）
秋
山
シ
ズ
ヱ

単
調
な
雨
の
調
べ
に
潤
う
か
あ
じ
さ
い
の
色
し
た
た
る
ご
と
し		



（
西
）
松
浦
　
妙
子

万
緑
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
遠
征
し
水
平
線
も
眺
め
つ
ゝ		



（
西
）濵濵
頭
ミ
ノ
ル

為
せ
ば
成
る
漢
字
検
定
準
二
級
こ
ん
な
俺
で
も
合
格
出
来
た		



（
西
）
水
澤
　
　
清

短　歌短　歌
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